











































































































































































































ていた。つまり、【引用 1 】と【引用 2 】における相違点は視点の高さにあり、それ
はつまり視点と水面との距離ともいえるであろう。この視点の高さの違いにより、


































































































































次に【中間部】について、 3 つの可能性が考えられる。 1 つ目は語り手による事態
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